
 平成２０年木材需給の動向　（用材部門）

動向 　 前年 （前年比）

 総需要量　　　 ７７，９６５ 千㎥ ↘ 82,361 千㎥ (△5.3％)

国内生産 １８，７３１ 千㎥ (24.0％) 　→ 18,626 千㎥ (　 0.6％)

輸　　　入 ５９，２３４ 千㎥ (76.0％) ↘ 63,735 千㎥ (△7.1％)

ポイント： 自給率は、２４．０％。 ４年連続向上。 国内生産量は微増。（１０万ｍ
３ 
強増加）

用途別内訳

　製材用材 動向 　 前年 ( 前年比 )

需要量 　２７，１５２ 千㎥ ↘ 30,455 千㎥ (△10.8％)

国内生産 11,110 千㎥ (41％) ↘ 11,981 千㎥ (△  7.3％)

輸　　　入 16,042 千㎥ (59％) ↘ 18,474 千㎥ (△13.2％)

　パルプ・チップ用材

需要量 ３７，８５６ 千㎥ ↗ 37,124 千㎥ (     2.0％)

国内生産 5,113 千㎥ (14％) ↗ 4,673 千㎥ (     9.4％)

輸　　　入 32,743 千㎥ (86％) 　→ 32,451 千㎥ (     0.9％)

　合板用材

需要量 １０，２６９ 千㎥ ↘ 11,260 千㎥ (△  8.8％)

国内生産 2,137 千㎥ (21％) ↗ 1,632 千㎥ (    30.9％)

輸　　　入 8,132 千㎥ (79％) ↘ 9,628 千㎥ (△15.5％)

　その他用材

需要量 ２，６８８千㎥ ↘ 3,522 千㎥ (△23.7％)

国内生産 370 千㎥ (14％) ↗ 340 千㎥ (     8.8％)

輸　　　入 2,317 千㎥ (86％) ↘ 3,182 千㎥ (△27.2％)

注：　数量はすべて丸太換算

（供給内訳）
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